
氏名 吉村  治正

学部担当科目

・社会調査実習
・地域社会学
・量的分析法
・演習Ⅰ～Ⅳ

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・社会調査法特殊講義Ⅰ

授業科目

平　成　24　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本社会学会、行動計量学会、経済社会学会、American Sociological Association

中規模に適正化された社会調査データの収集と分析、労働市場形成過程の分析

24年度『社会調査教育科目（Ｇ科目）助成』（社会調査協会）採択：助成金18万円

講演：「風太郎・プータロー・フリーター：働く人の外側にいる人」、第4回奈良大学社会学部社会調
査学科公開講座『若者の現在を問う』、7月10日、於奈良市中部公民館

The Department of Sociology, The University of Chicago

Ph.D.

社会学、社会学方法論、社会調査論

最終学歴

【研究上の特記事項】

①23～25年度科研費基盤研究（Ｃ）23530623『 郵送・インターネットによる実験的な職歴調査の実
施』代表研究者
②23～25年度科研費基盤研究（Ｃ）23530825『高齢者の社会情動的選択性とリスク志向性が及ぼ
す生活の質への影響』分担研究者（代表：青森大学澁谷泰秀先生）
③24～26年度科研費基盤研究（Ｃ）24530788『社会情動的選択性から見た高齢者のソーシャル
ネットワークに関する研究』分担研究者（代表：秋田県立大学渡部諭先生）

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

【学内活動】
（学内職歴を含む）

社会学部内教務委員、学生指導委員、総合研究所運営委員、大学紀要編集委員、学生相談員
兼学生相談室運営委員、セクシャルハラスメント委員、社会調査協会連絡責任者

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
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共著

④
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①
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④

⑤

①『平成24年度青森県自殺防
止対策取り組み検証事業報告
書』

③

（その他）

②

⑤

⑤

④

③

（学会発表）

①ブートストラップ法による正
規・非正規データの相関係数信
頼区間の測定

②

②

③

④

青森県庁委託研究事業報告

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2013年3月5日
非正規な社会調査データの相関係数
区間推定法について

奈良大学紀要

2013年3月1日


